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日　程
【本会議】
　３月５日 �  議案提案
　３月７日、８日 �  一般質問
　３月12日 �  総括質疑
　３月22日 �  議案討議・採決
【委員会】
　３月13日 �  教育民生常任委員会
　３月14日 �  農林建設常任委員会
　３月18日 �  総務常任委員会
【全員協議会】
　３月６日 �  予算説明

３
月
定
例
議
会　

あ
ら
ま
し

　

３
月
定
例
議
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　

�

条
例
改
正
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
44
議
案
が
提
出
さ
れ
、�

審
議
の
結
果
、
一
部
減
額
修
正
を
含
め
、
す
べ
て
可
決
。
２
年
連
続
の
減
額
修
正
と
な
っ
た
。

　

請
願
・
陳
情
４
件
の
う
ち
、
３
件
は
採
択
、
１
件
は
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
今
議
会
で
は
４
件
の
議
員
提
案
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
成
立
し
た
。

平成31年度予算の特徴
①�当初予算　　一般会計� 99億500万円�
� （対前年比　1.01％増）
　�　　　　　　特別会計� 62億1332万円�
� （対前年比　1.7％増）
②地方債残高　前年度末見込額� 136億7156万円
　　　　　　　当該年度末見込額� 128億7517万円
③基金残高　　前年度末見込額� 34億7522万円
　　　　　　　当該年度末見込額� 31億740万円
④増額要因　　�　障がい者自立支援給付事業、町営

バス運行委託料、スクールバス運行
管理業務委託料、総合行政システム
改修委託料の大幅な増額。

　　　　　　　�　新たに企業立地事業補助金、ふる
さと納税未来夢支援補助金を設置。

修正動議の内容と理由
歳入歳出それぞれ1800万円の減額
修正後総額　99億500万円

　教育委員会事務所移転については、関係機関で
連携を強化し業務のスリム化や町民の利便性を図
るという理由だが、他に改善策はないのか、ある
いは移転後に残される生涯学習センターの機能や
維持管理方法等に長期展望を見据えての議論が十
分になされたのか不明確。
　土地購入については、慢性的な駐車場不足の解
消を理由とするが、公有財産の購入は長期的なビ
ジョンをもって総合的に検討の必要あり。

町
教
委
事
務
所
移
転
、
隣
地
土
地
購
入
に

　
　
　
　
長
期
展
望
見
ら
れ
ず
12
名
が
反
対

原案に賛成　　　　　２名
修正案に賛成　　　　10名
修正案・原案に反対　２名

31
年
度一般会計予算
　 減額修正で可決

３月定例議会
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提案者　�前田智章、新藤登子、桑本　始、手嶋正巳、澤田豊秋、大平高志、押本昌幸、福本まり子、�
角勝計介、前田敬孝　（10名）

平成31年度琴浦町一般会計予算修正案
同議案に対し修正動議を発議

討 論

教育委員会事務局が移転予定であった
保健センター調理室

土地購入予定であった
役場本庁舎前交差点付近

修正案賛成（新藤 登子）
　財政が厳しい中、なぜ移転をしなければならないか。まなびタウンは生涯学習センターであり、その
機能は果たしている。移転先とする保健センター調理室は、離乳食講習会をやっている。和室も託児で
活用している。では離乳食講習はどこでやるのかと尋ねるとまなびタウンの調理室をということだが、
親たちは子育て健康課のある保健センターでの講習を望んでいる。その調理室を壊してまでの移転はお
かしい。

議案第23号　「平成31年度一般会計予算」に議論白熱

議論の対象となった予算
歳出　総務費　・教育委員会事務局事務所移転に係る経費　　1108万円
　　　　　　　・土地購入のための購入費及び解体補償金　　� 673万円
歳入　繰入金　・基金繰入金　　　　　　　　　　　　　　　1800万円

原案賛成（桑本 賢治）
　昨年、小・中学校のエアコン設置に関しても
専門員の説明を受けて通した経緯がある。ま
た、東伯中学校１年生を３学級にするという案
がある。学級数が増えるとはどういうことか、
教育委員会と関係課は同一敷地内にあって、よ
く協議すべき。隣接地の土地購入は、買って将
来に備えることは重要。

原案賛成（井木 裕）
　合併当時から教育委員会は本庁に置くべきだ
と思っていた。
　子どものいじめなど、社会教育の連携が必要。
本庁においてこの業務を行うことが行財政改革
の一つだ。今回の土地購入は隣接地で公示価格
でもあるので、買うべきである。
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討
論

修正案賛成（桑本 始）
　町長と教育委員会は意思疎通を図りながら教育行政を進め
ている中、このたびの移転と土地購入は全員協議会等での説
明が不十分。
　教育行政の拠点として現在のまなびタウンが存在してい
る。子どもの相談は本庁舎へは行きにくい。まなびタウンの
ほうがいいという声がある。従来どおりの場所で慎重に考え
て対応してほしい。土地購入問題も経過を含めて説明不足。

修正案賛成（大平 高志）
　教育委員会移転を判断できる明確な答えが聞けていない。町長はわが町の財政状況を論じ、夕張市を
引き合いに述べたが、夕張市は、首長の報酬を引き下げるなど自己に厳しくあるべき姿を示している。
この原案は補助金をつけなければならないところが切られ、なぜそこに予算がつくのかというようなと
ころもあり、一貫性がない。これらの懸念を払拭する最大限の努力を願う。

修正案及び原案反対（青亀 壽宏）
　今回の機構改革は役場が役場でなくなる危険性があるくらい乱暴なものだ。それは、修正案で移転費
と隣接地の用地購入費を減額しても変わりない。
　平成31年度町施政方針で、重点とすると言っていたひとつが住民本位の改革で、制度・組織維持のた
めの事業は現に慎むというが、町民生活課を廃止し、事業量が激減の人権・同和教育課を存続しており、
そうなっているとは思えない。
　また、社会福祉協議会の訪問介護なる訪問系のサービスから撤退。在宅介護に町がどうかかわれるか
が問われている。このことで反対。

修正案及び原案反対（高塚 勝）
　教育委員会をもってくることは賛成だが、まなびタウンをどうするのか、やり方がまずい。長期展望
にたってやるべきで、まずは分庁舎移転が先だ。
　土地購入の計画では駐車場にということだが、交差点は車の出入りが非常に難しい。莫大なお金をか
けて安全性に問題がある駐車場をつくることには大反対。また、部落差別をはじめとするあらゆる差別
をなくすことは大事で大いに進めるべきだが、同和地区に対する施策の見直しが必要であり不十分。
　臨時職員に対する雇用改善がなされていない。農業研修生の宿泊施設が満杯になる展望がまったくな
い。修正案だけでは問題が残り、反対。

保健センター

賛成（青亀 壽宏）
　75歳以上の後期高齢者自己負担は１割、前
期高齢者は２割、現役世代は３割という流れの
なか、２倍の２割負担にすることは、高齢者の
医療を受ける権利を著しく阻害する。憲法25
条及び第２項の主旨からいっても妥当なもの。

反対（桑本 賢治）
　原則１割を継続するということは、他の保険
組合あるいは税から補てんするわけだから、
75歳以上は原則２割負担がいい。ただし、減
免措置は入れるべき。

反 対

3
賛 成

11

請願第１号
後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」の継続を求める請願書
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討
論

反対（青亀 壽宏）
　国保は、他の健康保険、特に中小企業労働者が加入する協会けんぽと比べて、およそ２倍近く高い。
人頭税のような世帯割・人数割が国保にだけあることが高い原因だと指摘してきたが、今年度から運営
主体が町から県へ移行し、町は国保税を納付金として県に納める。平成28年度に国保税を引き上げ赤字
体質は解消しているが、国保税を多く集めて基金にため込んでいる。
　この国保加入者の窮状を町でできる努力をしてほしいのに、町では手におえないと言っている。この
ような予算には同意しかねる。

議案第24号
平成31年度国民健康保険特別会計予算

賛成（前田 敬孝）
　国保税が割高になっていること、また滞納者が多いことも十分承知しているが
それなりの財政負担になることは明らか、まずは財源の確保、財政的な措置をし
てからと思う。

反 対

2
賛 成

12

反対（青亀 壽宏）
　この議案は10月から予定されている消費税の増税のための条例改正であり、
増税が既定のこととして扱われている。増税を見送った時より、まだ悪い状況。

反 対

1
賛 成

13

議案第９号
消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

反対（青亀 壽宏）
　健康部門の統合による、すこやか健康課の新設は
理解できるが、町民生活課の廃止・解体は、役場の
仕事の１丁目１番地の解体であり、絶対許されない。
①�役場業務の任務分担は、可能な限り業務量の平
準化が基本。
②�この機構改革は巨大な課ができる。きわめてア
ンバランス。
③�合理的な住民サービスに支障がでる可能性がある。

反 対

2
賛 成

12

議案第８号
機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

新設された総合案内

反 対

2
賛 成

12
反対（青亀 壽宏）
　2014年の介護保険法改悪で、要支援１と２の
通所訪問介護を保険給付から外し、※総合事業に
移行させた。事業者はサービスを提供すれば赤字
になり、「事業が続けられない。」という悲鳴が聞
こえる。事業者が次々と撤退し、町の社会福祉協
議会も訪問介護から撤退するための条例改正だ。
　介護が必要になっても受けられない、「保険
あって介護なし。」といった状態だ。
　介護からはじき出された人をシルバー人材セン
ター等に任せようという条例は、今後、要介護１・
２の総合事業への押しつけも考えられるため反対。

議案第16号
琴浦町福祉サービス事業手数料の徴収に関する条例の一部改正について

本庁舎設置の車いす

※総合事業とは
介護保険法改正により創設された、高齢者が要介護状態にならないように総合的に支
援する「介護予防・日常生活支援総合事業」のこと。2017年４月から、全国の市町
村でさまざまなサービスが開始されている。
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討
論

議案第25号
平成31年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

反対（青亀 壽宏）
　元利返済金の現年度・過年度分が計上してあ
るが、過年度分については返済が見込める額の
計上である。将来の展望は見えて来ず、返済の
期限を目前に緊張感がない。この予算が実行で
きても問題解決には程遠い。

反対（高塚 勝）
　平成29年度末の滞納金額が、約１億4400万
円くらい。しかし予算をみると収入が約５％し
かみていない。95％は予算計上されていない。
抜本的改革をしないといつまでたっても解決
しない。

賛成（前田 敬孝）
　多少ながらも貸付金債権の回収に努力されている。まだまだ
不十分なところはあるが、努力を認めて賛成。

反 対

3
賛 成

11
議員提出議案第６号

琴浦町同和対策に係る固定資産税の減免措置要綱の廃止を求める決議について

反対（澤田 豊秋）
　この減免措置については過去の歴史的な問題もひっくるめながら、今日まで続けている。今、部落差
別解消推進法ができて理念法ということだが、部落差別が存在するという、それを認めた法律だ。町も
再来年に意識調査、実態調査等を行い、見直しを行っていくと示されているので、現在、廃止というこ
とについては反対。

賛成（福本 まり子）
　そもそもこの固定資産税の減免の現状にこの要綱は合わなくなってきている。地域を特定し、同和行
政を行うこと、そのことが今は差別のるつぼを作り出している。差別があるかぎり、ずっと同和行政をやっ
ていくという考えにはまったく反対。
　形骸化した施策は見直さなければならない。減免要綱を修正するも中身は何ら変わっていない。これ
以上対象地区と称して、地区の人たちを差別の最前線においてほしくない。いい加減に足かせをはずして、
同和行政から、差別から解放すべきである。

反 対

3
賛 成

11
平成31年第１回琴浦町議会臨時会
１月25日開会
　台風24号関係を中心とした補正予算（40,459千円増額）、中学校空調設備設置工事にかかる工事請負
契約の締結の２議案を可決した。

３月22日
・監査委員の選任について、稲

いな
田
た
 裕
ゆう
司
じ
 氏を選任することに全会一致で同意した。

・�人権擁護委員の推薦について、大
おお
谷
たに
  順
じゅん
子
こ
 氏と定

さだ
常
つね
 みどり 氏を、全会一致で適任であると意見を付した。

◆ ◆ 人 　 事 ◆ ◆
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　２月20日に鳥取市にて自治功労者表彰式が開催され、井木 裕 議員（左）と前田 智章 議員（右）が、
町議会議員として25年以上在籍し、功労があったとして表彰されました。

鳥取県町村議会議長会自治功労者表彰

請願・陳情

番号 件　　名 提 出 者 要　　旨 付　託
委員会

委員会
の意見

本会議
採択結果

請願
第１号

後期高齢者の医療費
窓口負担の「原則１
割」の継続を求める
請願書

鳥取県社会保障推
進協議会
会長
� 藤田　安一

75歳以上の後期高
齢者医療費窓口負担
は、原則1割を継続
するよう要望する。

教育民生 採択
採択

（国に意見
書提出）

30年
陳情
第5号

琴浦町カウベルホール
の運営存続と早期改修
について

琴浦町カウベル
ホールを守る会
代表
� 四門　隆

カウベルホールの運
営存続と早期改修を
求めるとともに、利
用者の意見集積、運
営方法の検討、及び
「琴浦町文化芸術振
興ビジョン」の策定
を求める。

教育民生 継続審査 継続審査
（全会一致）

陳情
第1号

全国知事会の「米軍
基地負担に関する提
言」の主旨に基づいて、
地方自治の根幹を脅
かす日米地位協定の
見直しを国に求める
意見書を提出するこ
とを求める陳情書

日米地位協定を見
直す会
共同代表
� 難波 希美子

国に対し、日米地位
協定の見直し及び地
方自治の権限の保証
を求める。

総務 採択
採択

（国に意見
書提出）

陳情
第2号

奥山等のスギ・ヒノ
キ放置人工林を森林
環境剰余税（仮称）で
順次計画的に皆伐を
進め、天然林に戻す
ことを求める陳情書

一般財団法人
日本熊森協会
会長
� 室谷　悠子

放置人工林を、森林
環境譲与税（仮称）
で計画的に皆伐を進
め、天然林に戻すこ
とを求める。

農林建設 採択 採択
（全会一致）
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賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果

審
議
結
果

前
田
　
敬
孝

角
勝
　
計
介

福
本
ま
り
子

押
本
　
昌
幸

大
平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

手
嶋
　
正
巳

青
亀
　
壽
宏

前
田
　
智
章

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

小
椋
　
正
和

賛
成

反
対

定
　
　
例
　
　
会

後期高齢者の医療費窓
口負担の「原則１割」
の継続を求める請願書

採択 11 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × 議

機構改革に伴う関係条
例の整備に関する条例
の制定について

可決 12 2 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

消費税率及び地方消費
税率の改定に伴う関係
条例の整備に関する条
例の制定について

可決 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

琴浦町福祉サービス事
業手数料の徴収に関す
る条例の一部改正につ
いて

可決 12 2 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

平成31年度琴浦町一
般会計予算修正案

可決 10 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ × 議

平成31年度琴浦町一
般会計予算修正案を除
く原案

可決 9 5 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ × 議

平成31年度琴浦町国
民健康保険特別会計予
算

可決 12 2 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

平成31年度琴浦町住
宅新築資金等貸付事業
特別会計予算

可決 11 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 議

全国知事会の「米軍基
地負担に関する提言」
の主旨に基づいて、地
方自治の根幹を脅かす
日米地位協定の見直し
を国に求める意見書の
提出について

可決 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 議

琴浦町同和対策に係る
固定資産税の減免措置
要綱の廃止を求める決
議について

可決 11 3 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　退席＝退
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一 般 質 問

一般質問
ここが

聞きた
い

一般質問 Q A&
通告１番

① SDGsの認識と自治体が推進する意
義について

② AEDを設置している民間事業所との
連携について

前田　敬孝

通告６番

①同和問題について
押本　昌幸

通告８番

①姉妹都市・友好都市について
②地区公民館について
③熱中小学校について
④ パブリックコメントの取り組みにつ
いて

大平　高志

通告９番

①農業振興について
②家畜（法定）伝染病について
③アニマルセラピーについて

角勝　計介

通告10番

①青色申告の普及について
②学校のエアコン設置について

手嶋 正巳

通告７番

通告４番

① 部落差別解消推進法の具体的な取り
組みについて

澤田　豊秋

通告３番

①「子どもの貧困対策」について
②原子力災害に対する考えはどうか

福本まり子

通告２番

① DV被害から守るための支援について
新藤　登子

通告５番

①国民健康保険の抜本改革について
② 長時間労働の是正で学校をより良い
教育の場に
③ 地域内経済の循環に効果のある住宅
及び店舗のリフォーム助成を

青亀　壽宏

※青字は、本紙では省略

議会だより59号の福本まり子議員の一般質問の中で事実誤認があったことにつき、おわびいたします。

①町長の政治姿勢について
高塚　　勝

一般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長
から「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び各委員会の長 各課・室・局長
出席要求 委任

一般質問とは、議員が、町長・教育長・農業委員会会長・選挙管理委
員会委員長・監査委員などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来
に対する方針などについて問うものです。
本町議会の質問時間は、１人30分以内（答弁時間除く）です。
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一 般 質 問 一 般 質 問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

 

町
長
の
認
識
は

　
　
　
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
国
連
193
カ
国
の
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
３
年

に
な
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
今
の
中
学
生

が
成
人
を
迎
え
て
い
る
11
年
後
の

２
０
３
０
年
ま
で
に
最
先
端
技
術
を
巧
み

に
活
用
し
、経
済
発
展
を
実
現
し
な
が
ら
、

環
境
的
に
も
社
会
的
に
も
優
し
い
、
持
続

可
能
な
世
の
中
に
し
よ
う
と
す
る
世
界
的

規
模
の
開
発
目
標
で
、
大
企
業
や
問
題
意

識
の
高
い
自
治
体
が
そ
の
重
要
性
に
気
づ

き
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
町
長
の
所

見
は
。

小
松
町
長

答
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
気
に
な
っ
て
お

り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
り
し
て
い

る
。
共
通
の
話
題
で
、
大
き
な
波
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
は
あ
り
、
趣
旨
に

は
賛
同
し
て
い
る
。
今
後
、
具
体
的
に
考

え
て
い
き
た
い
。
来
年
は
地
方
創
生
総
合

戦
略
を
更
新
す
る
年
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
活
用
し
、
何
か
特
色
の
あ
る
総
合
戦
略

に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
に
関
す
る

 

「
ゴ
ー
ル
４
」は

　
　
　
「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
ゴ
ー
ル
４
」

だ
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基

礎
と
な
り
、
す
べ
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
教
育

に
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
質
の
高
い
教
育
」

を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と

が
大
前
提
だ
。
学
校
教
育
の
中
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
位
置
づ
け
は
ど
う
か
。

小
林
教
育
長

答
　

小
学
校
で
は
２
０
２
０
年
度
、
中
学
校

で
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要

領
が
全
面
実
施
と
な
る
。
学
び
を
人
生
や

社
会
で
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
と
い
う
視

点
か
ら
、
現
在
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
を
組
み
込
ん
だ
学
習
課
程
の
改
善
を

行
っ
て
い
る
。

課
題
解
決
の
た
め

 

早
急
な
取
組
み
を

　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
向
け
た
取
組
を
早
急

に
開
始
し
て
は
ど
う
か
。

小
松
町
長

答
　

持
続
可
能
な
町
と
な
る
た
め
の
目
標
を

設
定
す
れ
ば
、
５
年
後
に
ど
う
な
る
か
と

い
う
地
方
創
生
の
戦
略
が
出
て
く
る
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
参
考
に
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
総
合
戦
略
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

前田 敬孝　議員

問 SDGs （エス・ディー・ジーズ）
の認識とその推進について所見は

答 大きな波になっている
認識はある

2030年までに達成すべき持続可能
な17の開発目標（SDGs）

※SDGs（持続可能な開発目標）
　2015年９月に国連で採択された「持続可能
な開発のための2030アジェンダ」の中に記載
されている、2016年から2030年までの国際
目標。持続可能な世界を実現するための17の
ゴール・169のターゲットから構成され、誰
一人として取り残さないことを誓っている。
SDGsは先進国も取り組む普遍的なもので、
日本も積極的に取り組んでいる。（外務省HP
より抜粋）
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一 般 質 問 一 般 質 問

関
係
機
関
と
の
連
携
は

 　
　
　
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
に

は
、
地
域
の
関
係
機
関
の
連
携
に

よ
る
支
援
体
制
の
整
備
や
情
報
の
共
有
が

必
要
だ
が
、ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

身
近
な
大
人
が
対
応
し
て
い
く
こ

と
、
児
童
の
様
子
を
見
な
が
ら
安

全
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

効
果
的
な
連
携
は

問
　
弁
護
士
と
学
校
、
医
療
機
関
と
行
政
の

あ
り
方
は
効
果
的
な
連
携
で
あ
る
と
聞
い

た
が
、
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

必
要
な
時
に
連
絡

小
林
教
育
長

答
　

県
の
教
育
委
員
会
が
東
部
、
中
部
、
西

部
に
一
人
ず
つ
、
学
校
か
ら
直
接
相
談
を

持
ち
か
け
て
も
い
い
弁
護
士
と
の
契
約
が

あ
り
、
学
校
が
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

連
絡
し
て
も
よ
い
。
必
要
な
と
き
に
適
宜

連
絡
を
と
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

育
児
す
る
親
へ
の
支
援

問
　
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
育
児
す
る
親
へ

の
支
援
、
親
の
心
を
開
き
支
援
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
が
一
番
大
事
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。園

で
も
相
談
の
支
援
体
制

阿
部 

子
育
て
健
康
課
長

答
　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す

く
す
く
」
を
開
設
。
妊
娠
届
の
と
き
か
ら

保
護
者
の
方
に
寄
り
添
い
、
子
育
て
を
支

援
し
て
い
く
部
署
。

　

こ
ど
も
園
で
も
保
護
者
へ
の
相
談
体
制

を
と
っ
て
い
る
。

民
間
を
含
め
た
サ
ポ
ー
ト

体
制
を

問
　
民
間
を
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
必

要
。
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
法
律
も
あ
れ

ば
と
思
う
。
悲
劇
を
無
く
す
た
め
に
は
他

に
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
。

寄
り
添
え
る
社
会
に

小
松
町
長

答
　

周
り
の
大
人
が
「
自
分
ご
と
」
と
し
て

命
の
大
切
さ
を
考
え
て
や
れ
る
か
。
ど
れ

だ
け
多
く
の
方
が
寄
り
添
っ
て
い
け
る
社

会
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

国
の
宝
を
守
る
た
め
に
は

問

 　
「
10
秒
の
愛
」「
※
ネ
ウ
ボ
ラ
」
で
困
難

を
抱
え
る
家
族
を
支
え
て
虐
待
防
止
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
行
政
や

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
国
の
宝
を
守
る
た

め
の
町
長
の
思
い
は
。

最
初
に
「
す
く
す
く
」
で

小
松
町
長

答
　

子
ど
も
は
「
国
の
宝
」
そ
の
「
宝
」
を

い
か
に
大
切
に
し
て
い
く
か
そ
れ
は
教
育

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。最
初
に「
す

く
す
く
」
で
入
り
口
を
整
備
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
理
解
し
て
欲
し
い
。

　
　問答

※
ネ
ウ
ボ
ラ

　

妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
ど
も
の
就
学

前
ま
で
の
間
、
母
子
と
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
目
的
で
、
地
方
自
治
体
が
設
置
・

運
営
す
る
拠
点
。

新藤 登子　議員

問 ＤＶ・虐待被害から
守るための支援は

答 各関係機関との適切な
連携のもとで対応

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
ポ
ス
タ
ー
か
ら

ドメスティックバイオレンス
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一 般 質 問 一 般 質 問

子
ど
も
の
６
〜
７
人
に

１
人
が
貧
困

子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
と

対
策
は
ど
う
か

問
　
子
ど
も
の
貧
困
と
聞
く
と
一
番
に
思
う

の
が
、
飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
一

見
す
る
と
日
本
に
は
貧
困
は
ま
っ
た
く
関

係
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
平
成
27
年

度
の
数
値
は
15
・
６
％
で
、
先
進
国
35
か

国
中
、
７
番
目
に
貧
困
率
が
高
い
。

　
鳥
取
県
で
は
、
２
０
１
６
年
、
大
人
２

人
世
帯
で
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
10
・

７
％
な
の
に
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
な
る
と

貧
困
率
は
一
気
に
上
が
り
、
50
・
８
％
と

非
常
に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

　
（
日
本
財
団
調
査
「
子
ど
も
の
貧
困
の

社
会
的
損
失
推
計
・
都
道
府
県
別
推
計
レ

ポ
ー
ト
」
に
よ
る
。）

 　
ま
た
、
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
２
世

帯
に
１
世
帯
は
、生
活
が
厳
し
い
現
状
で
、

厚
労
省
資
料
で
は
、
全
国
に
150
万
世
帯
以

上
あ
る
と
表
記
。

① 

琴
浦
町
の
子
ど
も
の
貧
困
を
ど
う
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

　
そ
の
調
査
数
値
や
目
標
値
は
ど
う
か
。

② 

子
ど
も
の
貧
困
計
画
に
関
す
る
基
本
計

画
の
策
定
が
必
要
で
は
。

③
給
食
費
無
償
化
の
工
夫
は
。

数
字
は
持
っ
て
い
な
い
が
…

小
松
町
長

答① 

相
対
的
貧
困
率
と
い
う
貧
困
を
定
義
す

る
パ
ー
セ
ン
ト
数
字
だ
が
、
琴
浦
町
は

調
査
が
で
き
て
い
な
い
。

　

 

た
だ
、
貧
困
対
策
と
し
て
関
係
課
で
連

携
し
な
が
ら
、
要
保
護
児
童
あ
る
い
は

準
要
保
護
児
童
を
把
握
。　

そ
れ
で
い

い
か
と
い
う
話
で
は
な
い
。

② 

基
本
計
画
策
定
は
、
県
の
「
鳥
取
県
子

ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」
が
平
成

31
年
度
ま
で
な
の
で
、
必
要
と
な
れ
ば

32
年
以
降
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
で
き
る
か
否
か
検
討
。

給
食
費
は
応
分
の
負
担
を

小
林
教
育
長

答③ 

給
食
費
と
し
て
い
る
の
は
食
材
費
の

み
。
経
済
的
な
支
援
が
必
要
な
家
庭
に

は
実
施
。
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
無
償

化
す
れ
ば
、
年
間
８
０
０
０
万
円
以
上

の
公
費
が
必
要
。

　

 

受
益
者
負
担
が
相
応
。
応
分
の
負
担
を

願
う
。

多
く
の
国
が
脱
原
発
へ

日
本
は
、
島
根
原
発
は
…

喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
も
…

複
合
災
害
へ
の
対
応
は
。

問
　
か
つ
て
は
鳥
取
県
で
も
原
発
建
設
計
画

（
鳥
取
市
青
谷
町
長
尾
鼻
付
近
）
が
あ
っ

た
が
、
住
民
が
阻
止
し
、
頓
挫
。

　
福
島
第
一
原
発
の
状
況
を
見
れ
ば
、
琴

浦
町
は
十
分
に
島
根
原
発
の
事
故（
想
定
）

の
エ
リ
ア
に
入
る
。

①
島
根
原
発
の
動
向
を
ど
う
考
え
る
か
。

② 

琴
浦
町
の
防
災
計
画
に
原
子
力
災
害
を

想
定
し
た
も
の
は
。

③ 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
目
標
７
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
割
合
を
拡
大
す
る
こ
と
の
考
え
は
。

県
の
防
災
計
画
修
正
を
み
て

小
松
町
長

答① 

心
配
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、
専
門
家
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
…
。

② 

県
の
地
域
防
災
計
画
、
広
域
住
民
の
避

難
も
考
慮
し
検
討
。

③ 

今
は
水
力
発
電
を
実
施
、
売
電
だ
け
で

な
く
、
町
で
ど
う
使
う
か
検
討
。

福本 まり子　議員

問 貧困の連鎖を断ち切る
ためには

答 調査データはないが、
個別に事業実施

あらゆる場所のあら
ゆる形態の貧困を終
わらせる

すべての人々の安価
かつ信頼できる持続
可能なエネルギーへ
のアクセスを確保する
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一 般 質 問 一 般 質 問

差
別
解
消
に
向
け
て

　
　
　
部
落
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ

て
、
３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
ど
う
魂
を
入
れ
る
か
が
自

治
体
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
も
あ

り
、
使
命
で
も
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、

教
育
及
び
啓
発
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
・
啓
発
は
重
要

小
松
町
長

答
　

教
育
・
啓
発
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
時
代
に
合
っ
た
題
材
を
捉
え
な
が
ら

研
修
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

感
性
を
磨
く

小
林
教
育
長

答
　

来
年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

を
テ
ー
マ
に
し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
発
言
や
行
為
に
気
づ
く
こ

と
の
で
き
る
感
性
を
磨
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
　
　
町
の
ト
ッ
プ
と
各
企
業
等
の
ト
ッ

プ
の
研
修
、
ま
た
、
差
別
の
現
実

か
ら
深
く
学
ぶ
こ
と
を
基
本
に
取
り
組
ん

で
欲
し
い
と
思
う
が
。

前
向
き
に
検
討

小
松
町
長

答
　

ト
ッ
プ
、
リ
ー
ダ
ー
は
、
や
は
り
鏡
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
関
係

者
と
相
談
し
て
、前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　
相
談
体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

整
備
充
実
す
る
の
か
。

そ
の
都
度
改
革

小
松
町
長

答
　

今
ま
で
ど
お
り
で
い
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
、
そ
の
都
度
改
革
し
た
い
。

　
　
　
相
談
員
あ
る
い
は
人
権
擁
護
委
員

等
が
連
携
し
て
解
決
し
て
い
く
体

制
を
整
え
、
人
権
相
談
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
大
事
と
思
う
が
。

検
討
す
る

小
松
町
長

答
　

国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え

て
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
よ
う
努
め

る
と
い
う
、
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
体

制
の
検
討
を
し
た
い
。

　
　
　
実
態
調
査
等
は
い
つ
実
施
し
、
ど

う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

来
年
度
と
再
来
年
度

小
林
教
育
長

答
　

来
年
度
第
３
回
人
権
・
同
和
教
育
に
関

す
る
住
民
意
識
調
査
を
、
再
来
年
度
に
は

第
２
回
人
権
と
生
活
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
、
第
３
次
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
る
総
合
計
画
に
活
用
す
る
予
定
。ま
た
、

県
や
国
が
行
う
実
態
把
握
調
査
に
も
協
力

す
る
。

　
　
　
こ
の
法
律
を
踏
ま
え
、
わ
が
町
の

部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
す
る
条
例
を
、
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

見
直
し
を
検
討

小
松
町
長

答
　

当
然
見
直
し
を
検
討
す
る
。

改
正
を
検
討

小
林
教
育
長

答
　

こ
の
推
進
法
を
受
け
て
改
正
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

澤田 豊秋　議員

問 部落差別解消推進法を受け
どう魂を入れるか

答 教育・啓発は重要

現地研修（赤碕文化センター）
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一 般 質 問 一 般 質 問

国
民
健
康
保
険
の
抜
本
改
革

　
　
　
国
保
税
の
見
直
し
を
進
め
る
気
持

ち
が
あ
る
の
か
を
聞
い
た
ら
「
来

年
の
予
算
、補
正
も
含
め
て
検
討
し
た
い
」

と
答
え
た
が
、
確
認
で
き
る
か
。

小
松
町
長

答
　

間
違
い
な
い
と
し
か
答
え
ら
れ
な
い
。

国
保
の
制
度
が
始
ま
っ
た
の
が
１
９
６
１

年
、
58
年
前
と
相
当
状
況
が
違
う
、
制
度

に
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。

補
正
考
え
て
い
る
の
か

問
　
「
来
年
の
予
算
、
補
正
も
含
め
て
検
討

し
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
当
初
予

算
に
は
変
化
が
見
ら
れ
な
い
、
６
月
補
正

に
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

補
正
は
考
え
て
い
な
い

小
松
町
長

答
　

補
正
予
算
は
考
え
て
い
な
い
。
今
年
は

据
え
置
き
で
行
く
。
医
療
費
、
激
変
緩
和
、

１
月
末
に
示
さ
れ
る
（
標
準
保
険
料
率
）。

よ
っ
て
一
般
会
計
の
繰
り
出
し
の
可
能
性

も
あ
り
、
な
い
と
言
い
切
れ
な
い
。

そ
の
違
い
は
何
か

問
　
「
国
民
健
康
保
険
法
」は
第
１
条
で「
こ

の
法
律
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全

な
運
営
を
確
保
し
、
も
っ
て
社
会
保
障
、

及
び
国
民
保
険
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。「
相
互

扶
助
」
で
は
な
く
「
社
会
保
障
」
と
の
規

定
だ
が
、
そ
の
違
い
は
何
か
。

社
会
保
障
と
認
識

小
松
町
長

答
　

社
会
保
障
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

消
費
税
が
増
税
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
の
中
に
こ
の

問
題
は
入
っ
て
く
る
。

著
し
い
不
平
等
で
は
な
い
か

問
　
「
相
互
扶
助
」
は
〝
所
得
の
再
配
分
〞

が
無
い
が
、
社
会
保
障
に
は

「
所
得
の
再
配
分
」
と
「
生

存
権
保
障
」
が
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
だ
け
「
世

帯
割
」
と
「
人
数
割
り
」
が

あ
り
、〝
著
し
い
不
平
等
〞
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
な
い
か
。

　
　
　

高
齢
化
が
根
本

小
松
町
長

答
　

58
年
前
は
高
齢
化
率
が

５
％
し
か
な
か
っ
た
が
、今
は
30
％
近
く
、

高
齢
化
に
な
る
と
医
療
費
が
増
大
す
る
と

い
う
の
が
根
本
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
に
減
免
を

問
　
国
保
の
多
子
世
帯･

子
ど
も
の
減
免
は

「
や
っ
て
も
い
い
繰
入
」
に
な
る
。

　
子
育
て
支
援
、
国
保
世
帯
の
負
担
を
減

ら
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
は
重
要
だ
が
。

負
担
で
き
る
体
力
が
無
い

小
松
町
長

答
　

一
つ
の
政
策
の
や
り
方
と
し
て
は
あ

る
。
医
療
費
を
、
少
な
い
子
ど
も
の
数
で

割
っ
た
ら
膨
大
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
が
負
担
で
き
る
町
の
財
政
的
体
力

を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　問

青亀 壽宏　議員

問 国保見直しの気持ちは

答 制度に問題が出ている
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一 般 質 問 一 般 質 問

① 

「
同
和
地
区
実
態
把
握
等
調
査
（
生
活

実
態
調
査
）
概
要
」（
２
０
０
６
年
鳥

取
県
）
の
う
ち
の
「
夫
婦
の
出
生
地
別

夫
婦
組
数
」
の
傾
向
は
。

② 

「
生
活
相
談
員
の
設
置
の
服
務
に
関
す

る
規
則
」
の
「
常
に
調
査
を
行
い
、
生

活
状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
」
の
成

果
は
。

③ 

「
町
立
隣
保
館
条
例
」（
２
０
０
８
年
）

の
第
１
条
、
第
２
条
の
意
味
は
。

④ 
「
同
和
地
区
固
定
資
産
税
減
免
要
綱
」

の
、
目
的
で
「
歴
史
的
社
会
的
理
由
に

よ
り
生
活
環
境
等
の
安
定
、
向
上
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
地
域
」と
い
う
の
は「
同

対
法
」（
１
９
９
６
年
）
の
文
言
そ
の

ま
ま
だ
が
、
時
代
認
識
が
ズ
レ
て
は
い

な
い
の
か
。

⑤ 

「
地
域
改
善
対
策
啓
発
推
進
指
針
（
総

務
省
）」（
１
９
８
７
年
）
及
び
「
法
務

省
人
権
擁
護
局
総
務
課
長
通
知
」（
１

９
８
９
年
）
は
琴
浦
町
で
は
周
知
徹
底

さ
れ
て
い
る
の
か
。

⑥ 

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
案
に
対
す
る
付
帯
決
議
（
参
院
法

務
委
）」（
２
０
０
６
年
）
は
琴
浦
町
で

は
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
か
。

⑦ 

「
琴
浦
町
差
別
事
象
等
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
「
関
係
団
体
」
と
は
ど
こ
に
な

る
の
か
。

小
松
町
長

答① 

夫
婦
と
も
同
和
地
区
内
の
生
ま
れ
と
い

う
こ
と
で
比
較
し
た
と
き
に
、
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
。
県
の
見
解
も
合
わ
せ
れ

ば
、
そ
の
傾
向
が
見
え
た
。

② 

「
月
報
」
と
い
う
形
の
報
告
は
あ
る
。

成
果
と
い
う
こ
と
で
は
、
例
え
ば
独
居

高
齢
者
宅
の
訪
問
で
救
急
対
応
で
き
た

こ
と
な
ど
が
あ
る
。

③ 

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
「
公
の
施

設
」
と
い
う
こ
と
だ
。

④ 

確
か
に
そ
の
通
り
で
３
月
１
日
に
改

正
。「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
を
基
に
旧
「
地
域
対
策
改

善
対
策
特
別
措
置
法
」（
１
９
８
２
年
）

よ
る
施
策
、
と
し
た
。

⑤ 

周
知
は
し
て
い
る
。

⑥ 

町
内
で
は
、
平
成
29
年
度
以
降
、
同
和

教
育
推
進
会
議
の
資
料
と
し
て
総
会
メ

ン
バ
ー
に
文
書
を
つ
け

て
周
知
し
て
い
る
。

⑦ 

括
弧
書
き
で
「
部
落
解

放
同
盟
琴
浦
町
協
議
会

等
」と
表
記
し
て
い
る
。

　
　
　
① 
「
地
区
外
」
の

人
と
の
婚
姻
が

　

 

進
ん
で
い
る
、
顕
著
だ

と
認
め
る
か
。

② 

相
談
員
作
成
の「
年
報
」

は
な
い
の
か
。

③ 

「
文
化
セ
ン
タ
ー
」「
同
館
長
」「
生
活

相
談
員
」
の
財
源
は
。

④ 

こ
の
「
要
綱
」
改
正
で
「
生
活
相
談
員

の
確
認
が
不
要
」
と
い
う
こ
と
か
。

⑤ 

⑥
周
知
後
、
琴
浦
町
で
は
「
確
認
・
糾

弾
」
会
は
な
い
の
か
。

小
松
町
長

長
尾 

人
権
同
和
教
育
課
長

答① 

推
計
す
れ
ば
、
当
て
は
ま
る
確
率
は
高

い
。

② 

文
書
ま
で
は
求
め
て
い
な
い
、
デ
ー
タ

だ
け
だ
。

③ 

財
源
は
国
・
県
の
補
助
金
及
び
県
の
交

付
金
で
あ
る
。

④
そ
の
通
り
。

⑤ 

⑥
民
間
運
動
団
体
の
行
き
過
ぎ
た
「
確

認
・
糾
弾
会
」
は
な
い
。

　

左
は（
参
議
院
法
務
委
員
会
付
帯
決
議
）

関
連
条
項
の
確
認
は

問

　
　問

押本 昌幸　議員

問「県同和地区実態調査概
要」等の見解を問う

答 結婚差別減少の成果はある
関連条項の周知はしている
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一 般 質 問 一 般 質 問

減
免
要
綱
の
前
文
は
差
別
的
だ

　
　
　
「
琴
浦
町
同
和
対
策
に
係
る
固
定

資
産
税
の
減
免
措
置
要
綱
」
に
よ

る
と
対
象
地
域
は
「
歴
史
的
、
社
会
的
理

由
に
よ
り
、
生
活
環
境
等
の
安
定
、
向
上

が
阻
害
さ
れ
て
い
る
地
域
の
住
民
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
差
別
表
示
だ
。
即
刻
改
正
す

べ
き
。

　
ま
た
、
町
長
は
、
対
象
地
域
は
他
の
地

域
に
比
べ
て
不
動
産
売
買
の
価
格
に
差
が

あ
る
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
差

別
で
あ
る
。発
言
を
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

小
松
町
長

答
　
「
減
免
措
置
要
綱
」
は
、
３
月
１
日
付

で
指
摘
さ
れ
た
表
現
を
変
更
し
た
。

　

不
動
産
価
格
の
話
は
減
免
の
根
拠
は
何

か
、
事
例
と
し
て
の
発
言
で
あ
り
撤
回
し

な
い
。

「
創
造
政
策
」の
進
捗
は

　
　
　
町
長
就
任
時
に
次
の
「
三
つ
の
創

造
政
策
」
を
示
し
た
が
、
進
捗
状

況
は
。

（
三
つ
の
創
造
政
策
）

教
育　
人
づ
く
り　

　

 

素
直
な
心
を
持
っ
た
子
ど
も
づ
く
り
へ

環
境
整
備

産
業　
し
ご
と
づ
く
り

　

 

町
が
原
料
生
産
、
加
工
、
販
路
開
拓
ま

で
の
一
貫
体
制
構
築
を
支
援
（
電
子
取

引
の
検
討
）

協
働　
ま
ち
づ
く
り

　

 

住
ん
で
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
特
に

「
健
康
寿
命
日
本
一
」

小
松
町
長

答
　
「
三
つ
の
創
造
政
策
」は
、４
年
間
で
や
っ

て
い
く
。30
年
度
は
、公
共
施
設
レ
ビ
ュ
ー

が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
町
民
の

方
々
か
ら
行
政
評
価
を
い
た
だ
き
、
31
年

度
は
事
業
評
価
を
行
い
、
こ
の
事
業
は
ど

う
な
の
か
、
や
め
る
と
い
う
話
で
は
な
く
、

前
向
き
に
発
展
さ
せ
る
な
ど
「
自
分
ご
と
」

と
し
て
町
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
。

臨
時
職
員
の
処
遇
は

　
　
　
12
月
定
例
会
の
「
琴
浦
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
一
部
改
正
に
つ
い

て
」
の
質
問
の
中
で
、
町
長
は
一
般
職
員

と
臨
時
職
員
は
、
役
目
や
責
任
の
度
合
い

が
違
う
の
で
、
一
般
職
員
は
４
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
給
与
ア
ッ
プ
す
る
が
、
臨
時
職

員
は
し
な
い
と
答
弁
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
こ
ど
も
園
の
正
職
員
の
担

任
と
臨
時
職
員
の
担
任
と
、
ど
の
よ
う
に

責
任
が
違
う
の
か
。
ま
た
同
一
職
場
に
い

な
が
ら
、
給
与
ア
ッ
プ
す
る
人
と
し
な
い

人
が
い
る
の
は
差
別
で
は
な
い
か
。

小
松
町
長

答
　

こ
ど
も
園
の
臨
時
職
員
の
担
任
と
、
正

職
員
の
担
任
の
責
任
の
度
合
い
は
変
わ
ら

な
い
。
給
与
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
来
年
４

月
か
ら
の
※「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

の
条
例
改
正
で
考
え
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

高塚 勝　議員

問 固定資産価格差発言は
差別、撤回すべき

答 撤回しない

※「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

　

来
年
４
月
１
日
よ
り
臨
時
職
員
を
任
期
１
年

（
再
度
の
任
用
可
能
）
と
し
て
、
フ
ル
タ
イ
ム

臨
時
職
員
と
パ
ー
ト
臨
時
職
員
と
区
別
し
、
そ

れ
ぞ
れ
給
与
の
ほ
か
手
当
が
支
給
で
き
る
制
度
。

公共施設レビュー　まなタン 3月16・17日
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一 般 質 問 一 般 質 問

国
内
外
の
交
流
は

　
　
　
韓
国
と
の
交
流
は
、
当
初
の
状
況

か
ら
関
係
は
変
化
し
、
不
安
定
な

情
勢
や
緊
張
関
係
で
、
交
流
活
動
は
停
滞

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
も
関
係
を

続
け
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
実
り
あ

る
も
の
に
し
て
い
く
か
、
ま
た
国
内
の
他

自
治
体
と
の
交
流
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

小
松
町
長

答
　

大
韓
民
国
の
麟イ
ン

蹄ジ
ェ

郡グ
ン

と
交
流
協
定
を
結

ん
で
い
る
が
、
今
の
状
況
で
交
流
と
い
う

こ
と
に
至
っ
て
い
な
い
。
東
伯
中
学
校
と

新シ
ン

南ナ
ム

中
学
校
と
の
交
流
の
話
も
立
ち
消
え

に
な
っ
て
い
る
。
以
前
の
話
で
は
、
隠
岐

の
島
と
の
関
係
も
あ
っ
た
よ
う
に
聞
い
て

い
る
。
そ
れ
も
一
つ
の
方
策
か
と
思
う
。

　
　
　
共
通
点
を
見
出
し
て
、
広
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。
後
醍
醐
天
皇

つ
な
が
り
で
言
え
ば
、
隠
岐
の
島
と
の
交

流
も
考
え
ら
れ
る
。
草
の
根
レ
ベ
ル
で
は

交
流
し
て
い
る
方
も
い
る
。
そ
う
い
う

取
っ
か
か
り
の
と
こ
ろ
の
取
り
組
み
が
弱

い
よ
う
に
思
う
が
。

小
松
町
長

答
　

対
外
的
な
こ
と
も
含
め
、
町
外
や
国
外

と
の
交
流
の
種
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

公
民
館
の
機
能
強
化
を

　
　
　
① 

広
い
見
識
が
求
め
ら
れ
る
公
民

館
長
の
待
遇
は
待
っ
た
な
し
だ
。

処
遇
改
善
を
行
う
考
え
は
。
ま
た
成
美

地
区
公
民
館
と
こ
ど
も
園
の
複
合
化
の

話
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
赤
碕
文
化
セ
ン

タ
ー
も
加
え
、地
域
拠
点
と
す
べ
き
で
は
。

② 

公
民
館
と
「
ふ
な
の
え
こ
ど
も
園
」
を

統
合
し
て
、
ど
の
場
所
に
持
っ
て
く
る

つ
も
り
か
。
私
案
で
も
あ
る
の
か
。

③ 

場
所
も
広
く
、
集
約
で
き
れ
ば
町
長
の

い
う
コ
ス
ト
面
で
も
大
き
な
影
響
が
あ

る
。
ぜ
ひ
進
め
て
欲
し
い
が
。

④ 

重
複
す
る
各
ス
ペ
ー
ス
や
機
能
を
ま
と

め
る
こ
と
で
、
効
率
化
や
稼
働
率
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
地

域
全
体
の
福
祉
の
向
上
や
、
住
民
交
流

の
拠
点
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

小
松
町
長

答① 

来
年
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
中

で
、
処
遇
改
善
を
考
え
た
い
。
赤
碕
文

化
セ
ン
タ
ー
の
件
は
建
物
も
し
っ
か
り

し
て
お
り
、
機
能
的
な
部
分
で
の
統
合

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
あ
る
が
、
建

て
替
え
に
は
起
債
の
期
限
が
あ
る
の

で
、
そ
の
点
も
含
め
て
考
え
た
い
。

② 

候
補
と
し
て
、
赤
碕
勤
労
者
体
育
館
が

あ
る
。

③ 

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
。

④ 

複
合
化
と
い
う
点
で
は
そ
う
だ
が
、
ど

う
す
る
か
は
ま
た
考
え
た
い
。

小
林
教
育
長

答① 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移
行

は
、
任
用
根
拠
そ
の
も
の
の
変
更
で
、

現
状
と
異
な
る
面
が
多
く
、
職
の
あ
り

か
た
も
含
め
検
討
が
必
要
。
赤
碕
文
化

セ
ン
タ
ー
は
機
能
・
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
複
合
化
は
施
設
レ
ビ
ュ
ー
等
の

意
見
も
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

④ 

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
、
役
割
を
持
っ
て
い

る
が
、
目
的
が
達
成
で
き
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、そ
れ
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
う
。 

　
　問

　
　問

　
　問

大平 高志　議員

問 姉妹・友好都市の考えは

答 差し迫って交流という
ことに至っていない

赤碕勤労者体育館（太一垣）
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一 般 質 問 一 般 質 問

収
入
保
険
制
度

　
　
　
①
現
在
の 

全
国
で
の
加
入
見
込
み

は
３
万
５
千
件
、
目
標
の
３
分

の
１
で
あ
る
。
琴
浦
町
の
加
入
状
況
は

70
戸
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
加
入

要
件
と
な
る
青
色
申
告
の
普
及
に
町
と

し
て
力
を
入
れ
る
な
ど
し
て
後
押
し
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

② 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）、
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
な

ど
貿
易
自
由
化
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な

い
。減
収
に
対
す
る
備
え
が
必
要
で
は
。

③
広
報
紙
や
Ｔ
Ｃ
Ｃ
で
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

青
申
が
ハ
ー
ド
ル
だ

小
松
町
長

答① 

推
進
が
伸
び
な
い
と
い
う
の
は
青
色
申

告
と
い
う
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
支
援
の
仕
方
は

考
え
て
い
き
た
い
。

② 

掛
け
金
の
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ざ
と
言

う
と
き
に
備
え
る
と
い
う
制
度
な
の
で

必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

③ 

テ
レ
ビ
、
広
報
も
必
要
か
と
思
う
が
、

で
き
る
と
こ
ろ
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
の
体
育
館
に
も

 

エ
ア
コ
ン
を

　
　
　
国
の
重
点
政
策
、
熱
中
症
対
策
を

活
用
し
て
、
小
学
校
・
中
学
校
の

特
別
教
室
、
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
考
え
は
。

小
松
町
長

答
　

特
別
教
室
は
100
％
設
置
。
体
育
館
に
つ

い
て
は
、
文
部
科
学
省
は
地
方
単
独
事
業

で
や
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
。
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

小
林
教
育
長

答
　

夏
季
の
体
育
は
主
に
プ
ー
ル
を
利
用

し
、
水
泳
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
体
育

館
を
使
用
す
る
場
合
は
、
熱
中
症
指
数
モ

ニ
タ
ー
で
対
応
。
熱
中
症
予
防
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
指
針
を
参
考
に
熱
中
症
対
策
、

防
止
に
努
め
る
。

　
　問

　
　問

　

学
校
の
空
調
設
備
は
現
在
、
各
小
中
学
校

で
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
６
月
中
に
は
完
成

予
定
で
あ
る
。

　

収
入
保
険
は
、
農
家
の
収
入
減
少
時
に
、

過
去
５
年
間
の
平
均
収
入
（
基
準
収
入
）
を

基
に
最
大
８
割
以
上
を
補
う
も
の
。
青
色
申

告
を
行
う
農
業
者
（
個
人
と
法
人
）
が
対
象
。

手嶋 正巳　議員

問 収入保険加入用件の
青色申告の普及

答 関係機関と連携し
情報提供に努めたい
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一 般 質 問 一 般 質 問

畜
産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

の
た
め
に
は

　
　
　
鹿
児
島
県
で
の
第
12
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
（
２
０
２
０
年
・
以

下
全
共
）
に
向
け
て
町
と
し
て
の
体
制
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、
和
牛
ブ
ラ

ン
ド
確
立
の
た
め
、
町
と
し
て
の
支
援
は

で
き
る
の
か
伺
う
。
さ
ら
に
、
畜
産
業
に

特
化
し
た
と
こ
ろ
で
の
後
継
者
不
足
解
消

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

県
と
あ
わ
せ
て
支
援

小
松
町
長

答
　

全
共
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
町
独
自

の
支
援
と
い
う
の
は
難
し
い
。
ほ
と
ん
ど

が
、
生
産
者
が
中
心
と
な
っ
て
な
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
、
町
内
の
出
品
が
あ
れ

ば
対
応
を
考
え
る
。
後
継
者
育
成
と
い
う

点
で
は
、
親
元
就
農
で
あ
れ
ば
県
と
あ
わ

せ
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
に
よ
る
さ
ら
な
る
地

域
振
興
は

問
　
全
共
の
鳥
取
で
の
開
催（
２
０
０
７
年
）

に
つ
い
て
は
、
故
花
本
美
雄
氏
が
尽
力
さ

れ
実
現
し
た
。
花
本
氏
の
目
標
の
中
に
、

農
業
で
の
地
域
振
興
、
地
域
お
こ
し
を
し

て
い
く
と
い
う
強
い
志
が
あ
り
、
そ
の
と

き
播
か
れ
た
種
が
、
年
月
を
経
て
や
っ
と

開
花
し
た
。
こ
の
町
に
は
、
試
験
場
・
改

良
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
情
報
の
最
先
端
を

発
信
で
き
る
。ま
た
、大
山
乳
業
も
あ
り
、

畜
産
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
非
常
に
高
い
町

で
も
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
プ
ラ
ス
に
転
じ

て
い
く
の
か
町
長
の
獣
医
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
も
踏
ま
え
考
え
を
伺
う
。

目
標
は
高
く

小
松
町
長

答
　

当
時
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と

が
、
今
日
、
全
国
一
の
仔
牛
の
値
段
と
な

り
、
夢
の
よ
う
な
話
で
は
あ
る
が
、
一
つ

の
成
功
体
験
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
有
様

を
教
え
ら
れ
た
。
目
標
は
高
く
掲
げ
る
べ

き
と
感
じ
入
っ
た
。

伝
染
病
対
策
は

問
　
豚
コ
レ
ラ
の
発
生
を
想
定
し
て
の
防
疫

対
策
、
ま
た
、
仮
に
発
生
し
た
場
合
に
農

家
へ
の
対
応
は
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
う

小
松
町
長

答
　

専
門
家
の
声
を
届
け
る
こ
と
が
ベ
ス
ト

だ
と
思
う
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
で
延
伸

健
康
寿
命
の
延
伸
に
ペ
ッ

ト
は

問
　
お
年
寄
り
が
ペ
ッ
ト
の
世
話
を
す
る
こ

と
で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
こ

と
は
医
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
る
。
老

老
介
護
、
独
居
老
人
の
家
庭
で
、
ペ
ッ
ト

が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
獣 

医
療
費
の
一

部
助
成
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

認
識
し
て
い
る

小
松
町
長

答
　

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
は
認
識
し

て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
町
と
し
て
は
、

助
成
は
難
し
い
。

　
　問

角勝 計介　議員

問 農業振興について

答 各機関と連携して
取り組んでいく

癒されるニャー
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一 般 質 問 一 般 質 問

収
入
保
険
制
度

　
　
　
①
現
在
の 

全
国
で
の
加
入
見
込
み

は
３
万
５
千
件
、
目
標
の
３
分

の
１
で
あ
る
。
琴
浦
町
の
加
入
状
況
は

70
戸
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
加
入

要
件
と
な
る
青
色
申
告
の
普
及
に
町
と

し
て
力
を
入
れ
る
な
ど
し
て
後
押
し
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

② 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）、
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
な

ど
貿
易
自
由
化
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な

い
。減
収
に
対
す
る
備
え
が
必
要
で
は
。

③
広
報
紙
や
Ｔ
Ｃ
Ｃ
で
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

青
申
が
ハ
ー
ド
ル
だ

小
松
町
長

答① 

推
進
が
伸
び
な
い
と
い
う
の
は
青
色
申

告
と
い
う
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
支
援
の
仕
方
は

考
え
て
い
き
た
い
。

② 

掛
け
金
の
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ざ
と
言

う
と
き
に
備
え
る
と
い
う
制
度
な
の
で

必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

③ 

テ
レ
ビ
、
広
報
も
必
要
か
と
思
う
が
、

で
き
る
と
こ
ろ
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
の
体
育
館
に
も

 

エ
ア
コ
ン
を

　
　
　
国
の
重
点
政
策
、
熱
中
症
対
策
を

活
用
し
て
、
小
学
校
・
中
学
校
の

特
別
教
室
、
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
考
え
は
。

小
松
町
長

答
　

特
別
教
室
は
100
％
設
置
。
体
育
館
に
つ

い
て
は
、
文
部
科
学
省
は
地
方
単
独
事
業

で
や
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
。
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

小
林
教
育
長

答
　

夏
季
の
体
育
は
主
に
プ
ー
ル
を
利
用

し
、
水
泳
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
体
育

館
を
使
用
す
る
場
合
は
、
熱
中
症
指
数
モ

ニ
タ
ー
で
対
応
。
熱
中
症
予
防
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
指
針
を
参
考
に
熱
中
症
対
策
、

防
止
に
努
め
る
。

　
　問

　
　問

　

学
校
の
空
調
設
備
は
現
在
、
各
小
中
学
校

で
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
６
月
中
に
は
完
成

予
定
で
あ
る
。

　

収
入
保
険
は
、
農
家
の
収
入
減
少
時
に
、

過
去
５
年
間
の
平
均
収
入
（
基
準
収
入
）
を

基
に
最
大
８
割
以
上
を
補
う
も
の
。
青
色
申

告
を
行
う
農
業
者
（
個
人
と
法
人
）
が
対
象
。

手嶋 正巳　議員

問 収入保険加入用件の
青色申告の普及

答 関係機関と連携し
情報提供に努めたい
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３
月
14
日
に
委
員
会
を
開
き
、
一
般
会
計

の
「
農
林
水
産
費
」
と
「
土
木
費
」
に
つ
い

て
聞
き
取
り
審
査
し
、
議
員
間
討
議
で
旧
以

西
小
学
校
に
作
っ
た「
農
業
研
修
宿
泊
施
設
」

の
利
用
が
芳
し
く
な
い
こ
と
に
つ
い
て
「
付

帯
意
見
」を
付
し
同
意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
激
甚
災
害
指
定
と
な
っ
た
台
風
24
号
の
被

害
現
場
と
し
て
災
害
事
故
の
現
地
を
視
察
し

た
。
花
と
線
香
を
供
え
全
員
で
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　
付
託
さ
れ
た
特
別
会
計
予
算
５
件
と
陳
情

１
件
を
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

【
付
帯
意
見
（
要
約
）】

　

�

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の
新
規
参
入
と

中
山
間
地
振
興
、
廃
校
の
有
効
利
活
用
を

目
的
に
、
旧
以
西
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し

て
農
業
研
修
生
の
た
め
の
宿
泊
施
設
が
整

備
さ
れ
た
。

　

�

そ
の
５
部
屋
の
活
用
は
、
供
用
開
始
か
ら

ほ
ぼ
１
年
経
つ
の
に
１
人･

１
部
屋
だ

け
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　

�

設
置
目
的
に
沿
う
利
活
用
の
促
進
が
必
要

で
あ
り
、「
付
帯
意
見
」
を
付
し
、
当
局

に
強
く
利
用
促
進
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

　
３
月
13
日
に
委
員
会
を
開
き
、
各
課
か
ら

の
報
告
事
項
、議
案
に
関
す
る
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

　
一
般
会
計
の
「
教
育
民
生
関
係
費
」
お
よ

び
４
つ
の
特
別
会
計
予
算
を
審
議
し
た
。

委
員
間
で「
教
育
委
員
会
事
務
局
移
転
事
業
」

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
後
、

付
託
さ
れ
た
５
件
に
つ
い
て
は
採
択
、
１
件

に
つ
い
て
は
継
続
審
査
と
し
審
査
を
終
え
た
。

◎
主
な
や
り
取
り

　�

図
書
館
の
冊
子
入
れ
替
え
は
要
望
を
取
り

入
れ
て
行
っ
て

い
る
の
か
。

　�

リ
ク
エ
ス
ト
票

で
検
討
し
て
新

刊
を
入
れ
て
い

る
。

　�（
同
和
教
育
推

進
）
小
地
域
懇

談
会
の
参
加
人
数
が
減
っ
て
い
る
要
因
は
。

　�

自
治
会
の
体
制
が
取
れ
な
い
状
況
や
理
解

不
足
が
原
因
と
思
わ
れ
る
、
今
後
も
行
っ

て
い
き
た
い
。

　�

給
食
費
が
値
上
げ
さ
れ
る
と
の
事
だ
が
、

町
の
補
助
は
据
え
置
き
な
の
か
。

　

�

近
隣
で
補
助
を
し
て
い
る
の
は
琴
浦
町
だ

け
、
基
本
的
に
食
材
費
に
つ
い
て
は
保
護

者
が
負
担
す
べ
き
、
困
難
な
家
庭
に
は
就

学
援
助
で
対
応
し
て
い
る
。

　�

町
民
生
活
課
か
ら
戸
籍
事
務
が
総
務
課
へ

移
管
さ
れ
る
が
混
乱
し
な
い
の
か
。

　�（
混
乱
し
な
い
よ
う
に
）
総
合
窓
口
を
設

け
る
予
定
。

　

２
月
８
日
大
山
町
役
場
で
、
大
山
町
議
会

広
報
常
任
委
員
会
と
広
報
交
流
研
修
会
を

行
っ
た
。

①　

�

議
会
広
報
の
編
集
方
針
・
編
集
基
準
に

つ
い
て

②　

�「
議
会
だ
よ
り
だ
い
せ
ん
」
の
企
画
・

編
集
方
法
に
つ
い
て

　
大
山
町
か
ら
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
大
山
町
は
、
議
員
の
半
数
が
広
報

委
員
と
な
り
、
半
期
ご
と
に
交
代
し
て
、
全

議
員
が
広
報
委
員
と
し
て
関
わ
る
な
ど
、
大

変
参
考
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
後
に
つ
な
が

る
交
流
研
修
会
と
な
っ
た
。

農
林
建
設
常
任
委
員
会

農
業
研
修
宿
泊
施
設
に
「
付
帯
意
見
」
を

教
育
民
生
常
任
委
員
会

町
教
委
事
務
局
移
転
も
議
論

QＡQ

ＡQＡQＡ

広
報
常
任
委
員
会

「
議
会
だ
よ
り
」
毎
年
入
賞
の
大
山
町

議
会
に
学
ぶ

委員会と
議 員 の
活 動

災害事故現場（倉坂地内）

給食センター（浦安小横）外観

大山町庁舎会議室にて
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３
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議

に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
平
成
31
年
度
一
般
会

計
予
算
及
び
各
財
産
区
特
別
会
計
予
算
、
陳

情
１
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　
所
管
の
各
課
か
ら
報
告
事
項
、
議
案
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、「
教
育
委
員
会
事
務
局

の
移
転
」等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

　
一
般
会
計
予
算
で
は
教
育
委
員
会
事
務
局

の
移
転
、
役
場
厚
生
棟
南
側
駐
車
場
用
地
取

得
の
２
件
に
つ
き
反
対
意
見
が
あ
り
、
賛
成

１
、
反
対
７
（
委
員
長
を
除
く
）
で
否
決
と

な
っ
た
。
各
財
産
区
特
別
会
計
は
、
全
会
一

致
で
可
決
と
な
っ
た
。

教
育
委
員
会
事
務
局
移
転
問
題

　�

事
務
局
移
転
、
町
の
意
図
は
。

　�

教
育
委
員
会
と

の
連
携
を
進
め

る
た
め
近
く
に

あ
っ
た
ほ
う
が

連
携
が
よ
り
　
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
た
め
。

一
向
平
キ
ャ
ン
プ
場
指
定
管
理
者
の
現
状

　
管
理
者
は
常
駐
か
。

　�
指
定
管
理
者
新
体
制
に
期
待
。
常
駐
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

厚
生
棟
南
側
駐
車
場
用
地
取
得
の
件

　�

ど
う
い
う
経
過
で
用
地
を
取
得
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
か
。

　�「
し
ご
と
プ
ラ
ザ
琴
浦
」
の
開
設
に
伴
い
、

厚
生
棟
周
辺
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
す

る
た
め
。

「
道
の
駅
琴
の
浦
」ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
開
通
後
は

　
イ
ベ
ン
ト
等
含
め
情
報
発
信
方
法
は
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
に
力
を
入
れ
る
。

総
務
常
任
委
員
会

町
教
委
事
務
局
移
転
・
用
地
取
得
を
否
決

Q

ＡQＡQＡQＡ

琴浦町ふるさとの恵みで乾杯条例を制定
　３月定例会最終日に議員提案された「琴浦町ふるさとの恵みで乾杯条例」が、
全会一致で可決・制定。

「琴浦町ふるさとの恵みで乾杯条例」（要旨）
（目的）
・�本町で製造されている酒もしくは牛乳等、または本町で生
産された農作物、果実等を原料にした飲料等で乾杯するこ
とを推進することにより、郷土愛の熟成と地域の食文化の
継承、地域産業の活性化に寄与することを目的とする。
（役割）
・�町は、地元産飲料等の販売に関わる事業者と協力し、必要
な措置を講ずるよる努力。
・�議員は、この乾杯条例を主導、推進する。
・�事業者は、町及び他の事業者と相互協力に努める。
（町民の協力）
・�この乾杯条例の推進に協力し、地元産飲料等に関する理解
に努める。
（嗜好等への配慮）
・�この条例に基づく取り組みの実施にあたっては、個人の嗜
好および意思に配慮する。

委員会と
議 員 の
活 動

用地取得候補地（厚生棟南）を現状確認
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　　　　　　　 �平成31年１月22日（火）�
14時

　　　　　　　 琴浦町役場第２会議室
　　　　　　　 �小椋正和、新藤登子、�

桑本始、青亀壽宏、�
手嶋正巳、桑本賢治、�
澤田豊秋、大平高志、�
福本まり子　　（敬称略）

　　　　　　　 社会福祉法人　琴浦町社会福祉協議会

　新藤議員（議会運営委員会副委員長）の司会により、小椋議長のあいさ
つの後、自己紹介をおこない、社会福祉協議会会長から事業説明を受け、
その後意見交換をおこなった。

❶�平成28年度、積立残額総額が減少している根拠は
　赤碕支所で放課後デイサービスを始めるため、フローリングとトイレの
改修にあてた。人件費も取り崩したため。

❷訪問介護の外出支援廃止になるが、その後の対応は？
　福祉あんしん課か他の事業者が引き継ぐのか、詳しい情報は把握してい
ない。

❸介護職員数は適切か
　年々デイサービス利用者は減少している。宿泊施設がないので、軽度の
要介護者が多い。

❹介護保険制度の構造上の問題は
　地域福祉という収益を生まない事業のため、補助金があるが、赤字部分
はサービス部門から補てんせざるを得ない。このような状況の中、サービ
ス内容の充実は難しく、他の事業者より劣ってしまう。町と社協が今後５
年間の計画について、建設的に話し合う場が必要だ。

❺地域福祉に関する財源は確保できているか
　社協の事業は基本すべて地域福祉事業である。専門職として雇用してい
る職員はさまざまなスキルを備えた職能集団であるので、地域福祉は社協
に任せていただきたい。お金を生むところではないので、100％見てもら
うべきだと考える。赤字が続くと社協の事業自体が成り立たない。適切な
事業を行うためには、優秀な人材が必要だが、その確保のためには、やは
りそれなりの財源が必要となる。

❻�ケアマネと医療機関の連携や在宅ケアの社協での実施について
　今の介護保険制度の中では、社協は医療行為を行うことはできない。

１．日　　時

２．開催場所
３．出席議員

４．対象団体
５．実施内容

●
現
状
の
予
算
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
質
の
維
持
は
困
難

●
最
大
の
課
題
は
財
源
の
確
保

●�

今
後
の
活
動
の
仕
方
が
問
わ
れ
る
社
協
事
業

琴
浦
町
社
協

議
会
意
見
交
換
会
①
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ま
ち
ネ
ッ
ト

　　　　　　　 �平成31年１月24日（木）�
18時

　　　　　　　 琴浦町役場第１会議室
　　　　　　　 �小椋正和、高塚勝、�

前田智章、押本昌幸、�
角勝計介、前田敬孝�
　　　　　　　（敬称略）

　　　　　　　 琴浦まちづくりネットワーク

　前田智議員（議会運営委員会委員長）の司会により、小椋議長のあいさつ
の後、自己紹介をおこない、「まちネット」 の代表者から存在意義と事業説
明を受け、その後意見交換をおこなった。

❶�「まちネット」 の活動費用の内訳は
　県からの補助金は29年に終了し、現在は町からの補助金30万円と4.6
万円の会費で運営している。消耗品費、通信費、燃料費を町からの補助金
30万円をあてているが、その他人件費や 「まちネット」 祭りの運営費の必
要性を伝えている。23団体のマネジメントやプロデュース業務をするため
には、週に４日、１日７時間は必要だ。県からの補助金がなくなって、さ
まざまな活動に支障が出てきた。このような状況、限られた予算の中だが、
会員同士の連携のきっかけづくりにもなるので 「第２回まちネット祭り」
はぜひとも実施したいと考えている。

❷26年９月に設立されてから現時点までの町民の評価は
　毎月１回集まって話し合ううちに、団体間の連携が進んできている。定
めているプラン目標は、31年度で具体的に精査し公表する予定。昨年行っ
た 「第１回まちネット祭り」 は、町民の方に 「まちネット」 全体の活動や、
規模の小さな団体の存在を知ってもらえる良い機会になった。県外や町外
からは、「琴浦町は 「まちネット」 という中間支援があるからいいね。」 と
いう声もある。「まちネット」 の中間支援により、「みなくる事業」 は活動
経験のないものが開業にまでこぎ着けることができ、恩恵を受けた。「まち
ネット」 の存在は必要不可欠である。

❸ 「まちネット」 自体の活動について
　「まちネット」 は黒

く ろ

子
こ

に徹し、イベントなどを行う必要はないという意見
があったが、「まちネット」 そのもののPRも、「まちネット」 コーディネー
ターも必要だ。各団体からももっと必要性、活動努力、事務局の必要性を
行政に対しアピールしていきたい。

❹執行部との意見交換の実施
　昨年11月に町長、企画情報課長、総務課長３名と話をした。事業内容を
説明した際、町長からはパートナーシップ協定のような形で連携していく
ことについては賛成すると言われている。とはいえ、予算を確約するとい
うことではないが、連携してやっていきたいということであった。企画情
報課の職員の方に面倒を見てもらえれば楽だが、そうではなく我々（まち
ネット）でやりたいので、予算的な援助をいただきたいというのが本音。

１．日　　時

２．開催場所
３．出席議員

４．対象団体
５．実施内容

●
町
内
23
に
及
ぶ
、小
ま
わ
り
の
効
く
ま
ち
づ
く
り
団
体
を
支
援

●
各
方
面
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
ネ
ッ
ト
」
の
活
動

●�

町
と
の
さ
ら
な
る
連
携
で
、
琴
浦
の
元
気
づ
く
り
の
源
に

議
会
意
見
交
換
会
②
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町 民 の 声

「 女性たちよ太陽であれ 」

�　琴浦町（旧赤碕町）に生まれ、短大時代と大阪でのOL時代の５年間をのぞき、こ
の町で早や65歳を迎えました。美しい山々に包まれ、豊かな海を望み、飽食の時代
を過ごして身体だけは大きく育ってしまいましたが、縁あって商家に嫁ぎ、長年の商
売のつらさも、楽しさも身に染みて味わってきました。そんな私が地域の各会合に出
席するようになったのは、商工会を通じての女性部活動や女性団体の各会への参加が
始まりでした。女性の立場からの意見を行政に唱え、女性ならではの声を集め、個人
の意見は小さくとも、集合としての声は大きく、素晴らしいエコーを放つことを知り
ました。今、シルバー世代に突入し、琴浦の行政に対し、物申すこと多し。が、その
前にもっともっと自分磨きを通じて、大人として、女性としてはっきりとものごとを
理解して、それを言葉にできるシルバー世代になりたいと思うのです。そう、女性た
ちよ、いつの時代も太陽なのですから。

「 町議会の今後に期待して 」

　議会の本旨は「町民生活、福祉の向上」を目的とするもので、加えて行政の施策に
対し、必要性や適正か否かのチェックが求められているところです。そのためには、
不断の研究により、知識の吸収や情報の収集、分析及び立案が不可欠と言えると思い
ます。現在、数多くの施策が求められる中で、最大の対策を求められるものは、今と
なっては「想定外」としか言いようがありませんが「少子高齢化」の進展による多く
の問題の発生に対応することが緊急な課題と言えると思います。これは、ある意味で
掌握できた現象であり、見方を変えれば、今対応に苦慮している行政や議会の怠慢で
もあったとも考えられます。派生する問題は多く過疎化や労働人口の減少、介護問題
や現役世代への負担増など、住みよい町づくりや町の活性化を求める方向とは逆にマイナス方向を辿る危険性
が現実になりつつあると感じられるところです。
　税収の減少も進み、財源のさらに厳しくなるなかでやりかけの事業、やらねばならない事業、これからやっ
ていきたい事業など多くの施策があるとは思いますが、一度見直しを考えて欲しいと思います。
　先般、公共施設レビューで評価委員が町内いくつかの施設の分析をされたようですが、町民利用の少ない施設
や合併以前からの類似施設などの統廃合など第三者委員会による点検も必要ではないかとも考えられます。加え
て、各種料金、例えば、介護保険料、国保税などの高負担の軽減化や町職員の適正人員の見直しなど、スリム化
を念頭に住みよい町づくりに議会の皆さんの活動を切望し、これからの議会に期待しているところです。

あ
と

　 

が
き

　

町
行
政
は
、町
民
が
琴
浦
町
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
町
長
と
、そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
町
議
会
議
員
を
直
接
選
挙
で
選
出

す
る
二
元
代
表
制
で
す
。

　

昨
年
２
月
に
新
体
制
と
な
っ
た
琴
浦

町
も
早
や
４
年
任
期
の
２
年
目
に
入
り

ま
し
た
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町
議
会
も
、町
民
の
負
託
に
お
応
え

す
る
た
め
、是
々
非
々
の
立
場
で
議
会
活

動
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
活
動
の
報
告
を

「
議
会
だ
よ
り
」を
通
じ
て
、町
民
の
み

な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
一
読
い
た
だ
き
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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（
ま
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る
）

「
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合
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育
館
」
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／
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こ
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か
健
康
課
）
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前
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